
『北陸伝統工芸体験教室』のご案内 
 

北陸の伝統工芸にご関心をお持ちの方の特別イベント。伝統工芸づくりの体験教室です。 

所要時間１５分から６０分で世界でたった１つの素敵な製品に仕上げます。 

○名  称  北陸伝統工芸体験教室 

○日  時  平成３０年２月２５日（日） １０：００～１６：００ 

○場  所  藤沢商工会館（ミナパーク） 

(神奈川県藤沢市藤沢６０７－１ ３０２会議室 ☎０４６６－２９－３７８９) 

○料  金  材料代実費 高岡錫 800 円・金沢金箔 800 円・若狭塗箸 700 円 

※当日会場にてお支払い下さい。 

○募  集  神奈川県観光協会・鎌倉市観光協会・藤沢市観光協会の HP にてご案内 
○プログラム(北陸自慢のラインナップ) 

 講   師 伝統工芸素材 

① 富山県高岡市 

株式会社能作 北山 卓司  氏       高岡錫 

 

 

 高岡銅器は、加賀藩主・前田利長が慶長 16 年

（1611 年）鋳物工場を開設以来、400 年近く経っ

た現在も日本有数の銅合金鋳物の産地。 

近年はインテリア雑貨、テーブルウエア、照明

器具、オブジェ等を通じて伝統的工芸品である高

岡銅器の魅力を今に伝え続けております。 

今回は、錫製の４種類のペーパーウェイトを紙

やすりやスチールウールでお好みの表情に研磨し

たり、数字やアルファベットの刻印を打ちデザイ

ンをすることで世界で一つのオリジナルペーパー

ウェイトを作成します。（所要時間２０分程度） 

② 石川県金沢市 

株式会社箔一 森 麻衣子 氏 金  箔  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の金箔生産量の 98％以上を占める金沢。 

初代加賀藩主・前田利家公の時代から受け継が

れてきた 36 種の伝統工芸の技の中でも金箔が発

展したのは、藩の文化奨励策で能や茶の湯などが

盛んに行われ、伝統工芸が発展したことや、気候、

風土、そして北陸という地で育まれてきた忍耐強

い「職人気質」という要因があると言われていま

す。 

今回は、ちりめんコースターを製作します。（所

要時間２０分） 

③ 福井県小浜市 

若狭塗箸協同組合 

池上 秀樹 氏 

若狭塗箸 

 

 

 

 

 

 

 若狭塗は、江戸時代の初めに中国の漆器の技術

にヒントを得て海の底をイメージしたとされるデ

ザインが特徴的な、国指定の伝統工芸品です。      

当時の小浜藩主がこれを若狭塗と命名し、藩の中

心産業として奨励。左記の素材から研ぎ出して作

る模様は美しく仕上がるはず!？ 

近年では NHK 連続テレビ小説ちりとてちんヒロ

インの実家が伝統的な若狭塗箸職人の家との設定

であったため、改めて全国的に知れ渡った。色鮮

やかな箸づくりを体験します。（所要時間１０分） 

 

 



宛先 北陸経済連合会（石川県金沢市片町） ＦＡＸ ０７６－２６２－８１２７ 

担当 狩野・森岡 宛 E－mail info@hokkeiren.gr.jp 

 

「北陸の伝統工芸を体感してみませんか!」 
 

◎応募用紙（希望講座に○を書き、必要事項を記入の上、ご応募願います。） 

FAX、メールでのご応募は、２月２２日（木）１２：００締切とさせて頂きます。 

 テーマ ご希望講座 ご希望時間 
① 錫製のオリジナルペーパーウェイトを作る   
② 金箔体験（ちりめんコースター製作）   
③ 色鮮やかな若狭塗箸づくり   

*ご希望時間については、先着順に決めさせて頂きます。(１０：００より１時間単位でご希望時間 

をご記入願います。なお、１２：００～１３：００は休憩時間とさせて頂きます) 

 また、ご希望講座の所要時間によりお時間がずれる場合がございますのでご容赦願います。 

 

（必要事項を記入） 

住 所 ★ 
 

氏 名 
 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連絡先 ☎ 
★ 

Ｅ－ｍａｉｌ 

★ 
    FAX では、上記応募用紙に記入の上お送りください。 

Ｅ－ｍａｉｌでは、住所・氏名・連絡先・希望講座（番号）・ご希望時間をご記入の上ご応募ください。 

なお、複数名で参加される方は、代表者の住所・氏名・連絡先を★に記入願います。 

[問合せ先] 北陸経済連合会 ＴＥＬ(076)232-0472 

ＦＡＸ(076)262-8127 

Ｅ－ｍａｉｌ info＠hokkeiren.gr.jp 
                           担当:狩野（かのう）・森岡 
 
＊今回、お預かりした個人情報につきましては、今回の応募及びアンケートの案内のみ利用させていただきます。 

 


